
圧縮空気供給量の最適化
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三菱マテリアル株式会社
明石製作所 設備技術課

毛利 智生

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
明石製作所圧縮空気設備最適化による省エネと題しまして、明石製作所毛利が発表させて頂きます。
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１．工場概要 ：三菱マテリアル(株)明石製作所

【所在地】 兵庫県明石市
【総面積】 約 73,000 m2

【建屋面積】 約 34,000 m2

【従業員数】 387名(2022年3月時点)
【取扱製品】 ドリル、エンドミル、ブローチetc…
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２．背景
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➢2050年カーボンニュートラルを5年前倒し
➢加工事業カンパニーは2030年までに実質的再エネ電力100%を目指す

当社 2021年11月 GHG削減計画見直し

ESG投資を計画的に進めてエネルギー削減
・空調設備更新
・変電設備更新
・圧気設備改善 今回の報告テーマ

再生可能エネルギーの調達
・新建屋への太陽光発電設置
・他建屋への太陽光発電導入検討
・CO2フリー電源の購入

地球温暖化防止のため全世界的にカーボンニュートラル実現へ

活動内容

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
内容報告の前に温室効果ガスの削減計画が昨年見直されて、加工事業カンパニーは2030年までに実質的な再エネ電力100%にするとなりましたので
それに向けてESG投資を計画的に進めてエネルギー量削減をすること、再生可能エネルギーの調達として、太陽光の導入やCO2フリー電源の購入を計画的に進めていっています。
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3．活動概要

１.エア配管末端部分での圧力確保のため、コンプレッサーの吐出圧力を高くしている
対策：エア配管をループ化し、末端圧力低下を低減

２.加工機側でのエア使用量に変動があり、コンプレッサーの負荷変動が大きい
対策：台数制御を行うと供に、レシーバータンクを設置し負荷変動を抑えることで

効率的な運転

３.コンプレッサーの必要台数を把握出来ていない
対策：エア使用量監視（圧力・流量）をしたことで、各棟の必要量に適した

コンプレッサー台数とした
４.エア式の増圧器を使用しておりエア消費が大きい
対策：増圧器を電気式に変更し省エネ化

５.加工機側、供給配管部分でエアが漏れている
対策：エア漏れ箇所を調査（専門業者）

ESG投資として圧気設備更新を見据え、現状把握するに辺り様々な問題点が散見された
それぞれに対する対応策は以下の通り

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今回のテーマの圧気設備の最適化ですがESG投資の一環として圧気設備更新を見据えて、現状把握を行うに辺り、様々な問題点が散見されました。

それがこの5項目となります。
一般的にどれも圧気設備を運転する上でロスになる項目になりますのでこれらを改善しつつ設備の更新をしていくことを
計画していくこととしました。

明石製作所の圧気設備の電力使用量は全体でも16%をしめていることから電力使用量を前年度比3％削減は削減すると部の方針を固め取り組んでおります。
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需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先

需要先 需要先

活動概要①（ループ化）
末端の圧力

圧力台数制御

設定圧力

末端圧に合わ
せて設定
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需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先

需要先 需要先

活動概要①（ループ化）
末端の圧力

圧力台数制御

設定圧力 ループ化により
圧力低下を抑える設定圧力を

下げられる
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メイン配管をループ化

コンプレッサーを更新

活動概要①（ループ化）

ループ化することで配管流速を下げ損失を低減
送気圧力を低減した

既設配管

新設配管
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需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先

需要先 需要先

活動概要②（レシーバータンク設置）

圧力台数制御

負荷側の変動

負荷変動幅が大きく運転効率が悪い
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需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先

需要先 需要先

活動概要②（レシーバータンク設置）

圧力台数制御

負荷変動幅を抑えて効率良く運転

負荷側の変動

レシーバータンク
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需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先

需要先 需要先

活動概要③（使用量の把握）

圧力台数制御

単独で稼働していたコンプレッサー
の流量などを把握

流量計の
見える化
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需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先 需要先

需要先 需要先

需要先 需要先

活動概要③（使用量の把握）

圧力台数制御

点在しているコンプレッサーの流量や圧力
から運転状況を把握し、負荷の低い停止可
能なコンプレサーを停止させた

適正な運転台数にすること及び集中した
台数制御にするよりエネルギー使用量の
削減
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④増圧器をエア式から電気式へ更新変更し省エネ化

海外製の設備など圧力設定が高いところで採用

⑤エア漏れ箇所を業者を専門業者を使って調査

最新機器を用いたエア漏れの調査

調査結果

漏洩箇所 75ヵ所
年間漏洩量 542,707m3/年（推定）

活動概要④⑤
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４．効果実績

効果実績 年間実績

電力量 ▲978,689kWh
電力量前年比 73.7%
原油換算 ▲251.7kL
CO2排出量 ▲354.3t-CO2

実績比較

2021年
2022年

※生産量に大きな変化はなし

※工事完了2022年1月

【kWh】



ESG投資を計画的に進めてエネルギー削減
・圧気設備の更新・改善に取り組んだ
設備更新に併せて、５つの課題改善に着手し、
その総合効果として環境負荷低減の大きな成果を得た
▲354.3t-CO2

今後も計画的に環境負荷低減策を実行し、
カーボンニュートラルに向けての活動を進めていく
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５．まとめ
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ご清聴ありがとうございました
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